
試合や稽古における安全対策について 

 

先般の他団体の空手大会の試合で起こった件で、負傷された選手には心よりお見舞い申し

上げると共に、一日も早いご回復をご祈念申し上げます。 

今回の事案が、社会的にも大きな問題となっている件について、当会の見解と今後の安全

対策についてご報告致します。 

 

今回の件はフルコンタクト系他団体の大会で行われた試合ではありますが、当会において

も決して他人事ではなく絶対あってはならない由々しき事態であり、大きな問題提起とし

て捉えております。 

 

今回の事案を受け、当会では多くの会員の方々により安心・安全に試合や道場稽古に臨ん

で頂くためにも、防具の装着の義務付けと安全性の定期的な見直し、審判団・指導者には

技が決まった直後や危険と判断した際には直ちに試合を止めて選手同士の間に入って攻防

を止める行為、倒れた選手や負傷した選手の治療を最優先に考え迅速に医師の診断を仰ぐ

といったことや、選手やコーチに対しても反則技や危険行為（危険行為の指示を含む）の

禁止を徹底し、それらの事項を支部長会議や審判講習会をはじめ、日常の道場稽古の中で

も恒常的に指導していく所存でおります。 

 

当会では試合および道場稽古の安全面については、従前より審判審議委員会、選手強化委

員会、医事委員会の各機関を設けて、医師等の専門家の指導も仰ぎながら、最重要事項と

して可能な限りの施策を行っており、競技においては審判審議委員会の主導で審判資格制

度を施行し、定期的に資格認定試験を執り行うなど各審判はその技量によってランク分け

され、大会ごとに審判講習会やルールミーティングを開いて審判技術の向上に努めて参り

ました。また、防具についても競技者の年代に合わせて厳しい規定を設け、特に幼年～高

校生また 35 歳以上の壮年については最大限の安全性を確保する頭部・拳・膝・脛・足の

甲・金的等への防具の装着を義務付けております。 

 

国際空手道連盟 極真会館は、「競技団体」ではなく「武道団体」であり、「社会体育団体」

でありますから、競技会の開催を最優先にしたり「勝利至上主義」的に、試合で勝つこと

のみに価値を置くのではなく、礼節や人格の陶冶、心身の健康増進、青少年の健全育成、

会員同士の文化的交流を最も大きな柱とし、その上で技術向上や強さへの追求を実践して

いくことを組織的責務として活動しております。 

当会では、空手道を愛する多くの方々が安心して安全に日々の稽古や試合に取り組めるよ

うに、今後もより一層の安全対策に努めて参る所存です。 
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